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NPO法人農都会議  食・農・環境グループ    

「農のあり方を考える」シリーズ・シンポジウム第６回  

「素人農業成功二事例」～ 6次産業化、農福連携～  

・日時： 2020年 1月 15日 (水 )  18： 00～ 20： 40 （ 17： 30 開場）  

・会場：港区神明いきいきプラザ  4階集会室Ａ  

・講師：中村小太郎氏  自然農園なかむら  園主     

伊藤文弥氏   NPO 法人つくばアグリチャレンジ  代表理事    

 

【第１部 講演】 

1.1 中村小太郎氏（シート 1）   1.2 伊藤文弥氏 氏（シート 6）  

【第２部 質疑応答・議論】  

2.1.1 質問票回答：中村小太郎氏（シート 11）    2.1.2 伊藤文弥氏（シート 12）  

2.2   席上の質疑応答（シート 13） 

 

【第１部  講演】       

1.1 講師：中村小太郎氏  自然農園なかむら  園主  

・農業 3.0 は誰も言っていないが、私が言い始めた。日本では、縄文時代の 1 万 6 千年前に農業

が始まった、と言われている― 大地と水と太陽だけが農業 1.0。 

・1909 年ハーバー・ボッシュ法で空中の窒素を固定する方法が開発され、化学肥料・農薬の時代

が始まった。 

・ひょんなことから塩尻市で百姓になったが、百姓になって驚いたことは、無農薬で農業をやっ

ているのは、私一人だけ。 

・すべて JA の指導の下で、種もみ、栽培時期等を記載したＡ３用紙両面に記載の手順での栽培で

ないと、JA は農作物を引き取らない。 

・私はコメをアマゾンで、960 円/kg で売っているが、ＪＡの買取価格は 200 円/kg なため、農家

の方たちは生産意欲が乏しい。 

・これも驚くことに、一方では、自家消費分は、自然農法で作っている。 

・JA 嫌いの義父が、50 年無農薬で作ってきた田んぼを引き継いだ。 

・レンゲ米という、春になると多年草のレンガが出てくるが、レンゲが花をつけた瞬間に大地に

すき込んで、田植えをする。 

・今は、遺伝子シーケンシャル技術で、マメ科の植物には、空中の窒素を根に固着することがで

きている、と証明されている。  
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・こういうことを知りながら農業するのが、農業 3.0 と定義した。 

・私は、農業はまったくの素人、呉服屋の跡取りとして生まれたが父が死に、店をたたんだ。 

・このため、大学時代に、学生起業家になり私と弟の学費を稼いだ。 

・リクルートに入社し、2000 年に IT ベンチャーを創った。投資家からお金をもらったが、2 年

で潰してしまった。 

・ここから、失われた 10 年、地獄を見た。 

・追い打ちをかけるように、くも膜下出血を発症した。 

・リハビリのベッドで考えた― なぜ、こんなことになったのだろうか、と。 

・毎日毎日、深夜まで飲んで帰る生活を送っていた。 

・リクルートＯＢは、自分を追い込んで仕事し、ワークホリックで苦しんでいる人が多い。 

・ベッドで考えた結果、立ち上げた会社を売って、食にこだわった仕事・生活を送ろう、と決め

た。 

・リクルートでは、雑誌リクルートフロムエーに配属され、学生援護会というガリバーに挑む形

となり苦労したが、こういう状況は自分が努力すれば変えられる、これをリクルートで学んだ。 

・ベンチャー起業では失敗したが、学んだことが二つある。 

・私は大きく構えてしまって、失敗してしまった。「Fact 1st、Fact Drive」― 小さく成功し、そ

れを続けること、これが、成功の秘訣だな、と学んだ。 

・もう一つ、「Putting ideas into Action」― 思いついたら、やってみる、これは、百姓でやって

いる。 

・思いついたら、ちょっと、圃場の一角ででもやってみる、これにより、いろんな気付きが得ら

れる。 

・私は農業の基本を外しているので、かぶき者と言われるが、誉め言葉と解釈している。 

・織田信長が最初のかぶき者で、「絶対は、絶対にない!」という言葉を残している。 

・武田の騎馬隊に、織田は絶対に勝てない、と言われていた。鉄砲という戦い方を変えて勝った。 

・私は仕事でも、百姓になってからも、「絶対は、絶対にない」という思いでやっている。 

・50 年間も無農薬だったので、土がひじょうに良い。 

・民間稲作研究所・稲葉先生のお弟子さんの矢口一成氏に弟子入りし、1 反 10 俵が大成功と言わ

れる中、ビギナーズラックで 1 反 12 俵とれた。2 年目の今年は、1 反 6 俵だった。 

・初年度成功の 2 トンのコメが、まったく売れなかった。 

・近所の米屋、問屋に売ろうとしたが、売れず、ネット販売を考えた。 

・アマゾンプライムやポケマル（ポケットマルシェ）で販売した。 

・農家は JA に売るだけでよい。 

・JA はコンバインで刈り、ライスセンターで急速乾燥させる― 誰が作ったコメなのかは関係な

く、塩尻産コシヒカリとして売る。 

・農業 2 年目なのだが、長野県から有機農業の講師を依頼された。 
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・電通のライフプランナーが長かった。 

・マーケティングの基本として、４Ｐと３Ｃ―  

４Ｐ― プロダクトはコメ、プライスはいくらで売るか、プレースは流通、道の駅で売るのか。 

プロモーションはどうやって自分の良さを伝えていくのか、 

・これら４Ｐに、かけることの３Ｃ― カンパニー（自社）は私たちの作り方、カスタマー（顧

客）はお客さん、コンペティション（競合他社）は他の農家さん。 

・マーケティングの名言に、「顧客の顧客に聴け」、というのがある。 

・私のコメの顧客はお母さん、お母さんの顧客はお子さん、お子さんが喜ぶ自然に近いものを出

していけばよい、と考えた。 

・無農薬農家は品質のこだわりは持っている、しかし、マーケティング理論上は、品質のこだわ

りはあって当然だが、それだけでは、突破できない。 

・ブランディングが必要。 

・絶対にやってはいけないことがある― 値下げ競争。 

・道の駅でいくらでもいいや、と野菜をお爺さん、お婆さんが売ってしまう、それが価格の底値

になってしまう。 

・差別化が必要になる。値下げは自身の価値を下げることになる。 

・値下げしないで、ブランディングの価値で売ることを考えることが必要。 

・商品だけ売る店― コンビニ、百円ショップは、理性的消費であり、値段、実用性、利便性。 

・商品以外の何かを売る店― 感情的消費で、物を売るな、物語を売れ。店の品書きは、店主のス

トーリ、これを農業にもってきたい、とやっている。 

 

・もう一つの大原則― お客さん、生活者は「満足」にお金を払っている。 

・スーパーを巡っていくらで買えた、これも一つの満足、自分が選びに選んで納得して買った、

これも満足。 

・私はアマゾンで 960 円/kg でコメを売っている。 

・アマゾンの最高値は 2,000 円/kg、相場が 500～600 円/kg だから、なんで 960 円なのだろうか、

と思わせることに成功した。 

 

・「小太郎米」というコメのホームページを作った― https://www.nakamurakotaro.com/  

・私は義父のまねで、レンゲを大地に漉き込み、無農薬で、除草剤は使わず、天日干しし、脱穀し

て籾のまま保管している。小太郎米と称している。 

・オーガニックのお客さんはマクロビオティックをやっていて、玄米を食べているが、籾には農

薬残量が多いと言われており、小太郎米は安心だ、と言われた。 

・また、炊飯器には発芽玄米機能が付いていて、ギャバが 20 倍になり、食物繊維が豊富な食べ方

ができる。しかし、天日干しのコメでないと、発芽しない。 

・今の JA は玄米保管になっている。 

https://www.nakamurakotaro.com/
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・木村さんのりんご、減農薬りんご、スーパーのりんごを比べると、木村さんのりんごには奇跡

のりんごのストーリがあるため、食べてみたいと思わせる。 

・ “鈴木さんのカレーは、たいへん評判がいい、どうしてでしょうか、と聞いて、“普通の作り方

をしている。息子が大好物で、よくリクエストする。一般お家庭よりは、良く作っている” 

⇒ 食べてみたいでしょうか？ 

・“マリナーズのイチローさんのお母さんのカレー”と聞くと、イチローさんは毎日、カレーを食

べて激務を乗り越えた、というストーリになっている。このカレーは奥さんが作っているが、

このカレーの原型を作ったのが、鈴木さんの作ったカレーだと、いうことならば、食べてみた

い、と思う。 

・イチロー選手は日本を代表する選手で、活躍を支えたカレーだということに、感情が動く、こ

れがブランディングの力。 

・[ あなたの「弱み」を売りなさい ]（川上 徹也）は、物語ブランディングのすごくよい本― コ

シヒカリなら売れる時代は終わり、値下げ競争に巻き込まれないで、売ることができる、とい

う本。ロイヤルカスタマーは、セールスマンだということも、よくわかる。 

・自分の弱みと思っていたことが、実は強みだったりする、ということもわかる本。 

 

・物語ブランディングの成功事例（その１）： 

・西荻窪駅前の立ち食い寿司店「にぎにぎ」― 昔、このオーナーから相談受けた。 

・クリーニング屋のカウンターの 3.5 坪の店だった。 

・ここで、立ち食い寿司店を開くべく、店主も決め、オープン日も決めてあるが、どうやればい

いのか、わからない、と相談あり。 

・私が提案したのは、狭いという弱みを強みに変えるために、譲り合う、分かち合う、盛り上が

る。 

・板さんに必ず築地に行って、自分で仕入れることで、産地を言いながら寿司を握って出した。

五島列島の甘くておいしいスルメイカだ、と。 

・店は大繁盛した。狭いので立って斜に構えて食べるため、譲り合い、一貫分けて食べてみる、

そして盛り上がる。今でも連日大盛況で、8 店舗に拡大した。 

・物語ブランディングの成功事例（その２）： 

・私がくも膜下出血で倒れているときに、妻が念願だったパン屋を練馬で開店した。 

・駅から 15 分と遠いため、政策金融公庫から融資を断られた。 

・顧客の顧客の声を聴く、すなわち、子供が欲しいパン作ろう、と考えた。 

・無農薬の小麦を北海道から仕入れ、天然酵母のパンを作った。 

・最初は苦戦したが、あるお母さんが、ここのパンを離乳食にしたら、子供の食いつきが違う、

と LINE で広まった。 

・5 坪で年間 1,500 万円売り上げ。 
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・物語ブランディングの成功事例（その３）： 

・2 トンのこたろう米を完売した。米屋さんを回ったが、全然売れない。 

・自然農業であることは、関係ない。 

・Amazon プライムで勝負した。Amazon と Amazon プライムは、天と地ほど違う。 

・昼までに発注受けたらその日のうちにヤマトに持ち込め続ければ、まじめな奴と認めてもらい、

マケプレプライム トライアルで 3 か月ミスせずにヤマトに持ち込んで、プライムを獲得した。 

・検索順位が 1 万位だったのが、一挙に 5 番に上がった。冷めてもおいしい、等の SNS 口コミ

で、2 トンが売れた。 

 

・ポケットマルシェに入会した。ポケットマルシェに発注が入ると、近所のヤマトに連絡が入り、

ヤマトが翌朝、産直伝票を持って、受け取りに来てくれる。 

・しかも、送料はものすごく安い。 

・お客さんとの双方向でのやり取りもできる。物語ブランディングができる。 

・有機農業のこだわり持っている農家が多いが、これが伝えられる。 

・登録料はゼロで、スマホで簡単に登録でき、管理も簡単。 

・手数料は 15％のみ。 

 

・学校給食：余ったコメを、近くの小学校の給食用に寄付しようと、教育委員会に持って行った。 

・びっくりされた。教育委員会は、地産地消のネタを探していた。 

・隠れ貧困も 7 人に一人と多く、夏休みを終ると、痩せて登校する子供がいる。 

・学校給食がカロリー補給の大事な一食になっている実態を知って、驚いた。 

・圃場の脇に、常設のこども食堂の開設を考えている― NPO みんなの食堂を数年かけて立ち上

げる。 

・ご飯給食革命― 韓国では、ソウルの学校給食は 9 割が有機栽培のコメ、野菜になっている。 

・ソウル市が補填しているので、農家は喜んで提供している。 

・スイスは、4 年前は慣行栽培が 97％だったのが、補助金で、今は、97％が自然農。 

・長野県から、有機農業推進講師として呼ばれて、塩尻では、まちづくりチャレンジにも採択さ

れた。 

 

・長野県は阿部知事がゼロカーボン宣言している。 

・私もソーラーシェアリング始めた― オフグリッド（電力会社の送電網に接続しない）を始め

ており、田んぼ発電にもチャレンジしたい。 

・レンゲ米なので、6～9 月の 4 か月しか、田んぼを利用していない。 

・残りの 8 か月でソーラー発電（売電）したい。 

・できることがあるのなら、すぐに始めましょう！ 
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1.2 講師：伊藤文弥氏 NPO 法人つくばアグリチャレンジ  代表理事  

・2011 年 4 月から、障がいのある人たちの就労支援のごきげんファーム事業を始めた。 

・今、31 歳で子供は 3 人。 

・大学生の時にこの事業を始めた。筑波大学 2 年生の時に、つくば市議会議員の五十嵐達夫のも

とでインターンシップを始めた。 

・ここで、五十嵐から服装、姿勢等を指導され、自分が変わったと、思った。 

・インターンシップ活動の 2 か月が終わっても、乞われて、継続して五十嵐との活動を行った。 

 

・発達障害：政策のリサーチを頼まれた― 五十嵐が議会に提案しようとしたテーマで、最初は、

「発達障害の子が学校でいじめに遭っている」 

・10 年前のことだが、当時は、発達障害という言葉は、まだ広まっていなかった。 

・この発達障害調査を行ったことが、私の今の事業につながっている。 

・発達障害の子たちが、発達障害と知らずに、不登校になっていた。 

・なんとなく政治家になりたい、と思っていたが、恥ずかしながら、社会にある課題については、

全然知らなかった。 

・インターンシップで知った課題は、まだ他人事だった。 

 

・農福連携：同時に五十嵐は農業にも関心を持っていて、つくば市の農業の現状や農家がどうな

っているのか、等を調べた。 

・農業の担い手が少なくなっている。 

・一方、障がい者は働く場所がない。 

・この二つを合わせれば、もしかして、いい方向に行くのでは、と五十嵐が思いついた。 

・どういうスキームで、農福連携が行われているのか、調べた。 

・五十嵐がこれの事業化を進めようと、考え、3 年生の私を誘った。 

・就職活動時期に、この事業をやることに決め、就職活動は一切しなかった。 

・農家に農業を教えてもらい、特別支援学校の農業時間での授業を勉強しに出向いたり、重度障

がい者の介護のアルバイトもしながら、NPO 法人を設立した。 

・2011 年 3 月に大学を卒業し、4 月からサービス開始できるよう、準備を進めた。 

・私も五十嵐も、何にもわかっていなかった。 

・2011 年当時は、福祉サービスは少なかった。 

・このころから、就労支援団体は、爆発的に増えていった。 

・今、障がいのある人たちは、農家のお手伝いにも行っているのが、現在、8 農家ある。 

・農業はうまくいっている農家が多い― 農地を拡大している、従業員 50 人、といった農家が多

い。接する農家と、本で読んだ農家（後継者がいない、儲からない、といったような）とは違う

印象を持った。 
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・最初、考えた事業とはだいぶ変わったが、大事なことは、障がい者をひとくくりにしては、な

らないこと。 

・知的障がい、身体障がい、精神障がい、これらが、さらに細分化されていて、同じ障がいでも全

然違う。 

・仕事が必要な人、そうじゃない人もいる。お金があれば生きていける人、そうじゃない人もい

る。 

・どの障がいの人に、どんな場所を提供するのがよいのか、改めて考えるようになった。 

・福祉施設は、平成 20 年から 27 年、大きく伸びている。 

・雇用も伸びている。法定雇用率（企業が従業員のうち障害者を雇うべき割合）制度で増えてい

った。 

・平成 26 年の雇用者数が 47,4 万人、しかし、障がい者数は 770 万人もいる。 

・働ける人はもっといる。 

・私は、障がい者の雇用は、福祉ではなく、企業が担っていくようになる、と思っている。 

・我々のような福祉サービスを提供する人たちに求められるのは、軽度な方が働く場ではなく、

中度から重度の障がいの方が働ける支援。この方たちが圧倒的に多いから。 

・この人たちが必要としていることは何か、を考えながら事業をしていきたい。 

・働くことではなく、地域の中で、僕たちがごきげんに暮らしていくことを目指していく。 

・そのために必要なことは、働くこと、仕事があることはすごく大事だが、どうやって余暇を過

ごす、どうやって地域で暮らしていくか、そういうことも考えながら、事業をやっている。 

 

・事業： 今、社員とパートさんが合わせて 50 名くらい、障がいのある方が 92 名。 

・農場はコメ作り、野菜作り、養鶏の 3 つがあり、レストランもある。 

・グループホームも２カ所ある。 

・農業では地元の方々に食べてもらうことを大事にしている。 

・一所懸命作ったものが、地元の方たちに届くように、障がいのある人たちが作った有機野菜、

平飼い養鶏のよいものが、地域の中で食べられる、そういう農業価値が最大限感じられる地域

を、障がいのある人たちと一緒に作っていきたい。 

・そういう事業ができることが、地域で、障がいのある人たちが暮らしていけることにつながる。 

・ミッションは「農業を通じて障害のある人がごきげんに暮らせる地域を作ること」 

・農福連携の一番のよさは、地域とのつながりが作れること。 

・農場には、保育園から芋ほりに来れば、高齢者も来られる。 

・子供たちがもちつきすれば、次に高齢者がつく。 

・３歳から百歳まで楽しめるのは、農業しかないのでは。 

・楽しめるだけでなく、必要としている。 

・野菜は毎日食べるものだし、鮮度があって、長く保管できるものではない。 

・４００世帯くらいに、定期購買での野菜配達もしている。 
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・イベントもやっている― これは障がいのある人たちへの偏見がまだあるため、交流を通じて、

知らないが故の偏見をなくしたいから。 

・行動指針が６つある― ①包摂：誰もが優しく包まれる社会を目指そう、②当事者目線：障が

いのある人達の幸せを第一に考えよう、③革新：業界の常識にとらわれずに、新しい価値を生

み出していこう、④プロフェッショナル：専門性と主体性を持って仕事をしよう ⑤多様性：

一人一人の強みを活かしたチームになろう、⑥地域：地域で一番愛される農場になろう。 

・４００世帯に１年間、野菜セットを届けるには、それだけの野菜が必要になる。 

・就労支援事業なので、毎日、障がいのある人たちに、仕事がないといけない、 

・このためには、年間の作業の平準化が必要。 

・年間、毎日、出荷作業を行えるように計画している。 

・大事にしているのは、先生をつけること。 

・福祉サービスをやっているので、いろんな仕事が多い。仕事でプロフェッショナルな人に教え

てもらうことが大事。 

・「キレイゴトぬきの農業論 (新潮新書)久松 達央」― 最初の先生だが、この本はすごく面白い。 

・１年目は、ほうれんそう、西洋野菜等を作ったが、ほとんど売れなかった。 

・どうすれば売れるか、を考えて、契約栽培を始めた。 

・少しずつ売れ始めたが、その結果、何が起きたか― 障がい者は置き去りで、社員が朝から晩ま

で納品に追われてしまい、夏が終ったら、疲れ果ててぱたぱたと半分くらいが辞めてしまった。 

・うつ病になり、通院もする事態になった。 

・どういうことがしたかったのか、しっかり考え直した。 

・障がいのある人たちが活躍する農場を作りたかった、どんな野菜をつくって、誰に食べてもら

いたいのか、その野菜でどういうことが起きたらいいのか、と考えた。 

・久松さんに教えを乞うて、それから野菜が作れて、売れるようになったのが３年目だった。 

・年間の作業量の平準化するも、冬は少なくなる。 

・夏は暑さでの作業効率の低下、果菜類の全部の管理に除草、さらに、秋冬物の作付けが７、８

月頃から始まる。  

・冬は収穫はするが、仕事がないので、ニンジン・ジュースを作ったり、一部は、ハウスで作物を

作っている。 

・また、農家へのお手伝いに出向くー 苗を植えたり、パッキング等。農家から 400 円/時間貰う。 

・体験型農園もやっている。 

・イベントも行っている― 収穫祭、もちつき、リース作り、等。 

・イベントには毎回、300～400 人が参加。野菜購入者（400 世帯）中心だが、家族も参加するイ

ベントにしている。 

・こういうイベントで、障がいのある方たちと一緒に過ごすことが大事だと、思っている― これ

により、障がいのある人たちへのイメージが簡単に変わっていく。 

・障がい者への見方が変わり、偏見が消えていく、と思っている。 
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・2017 年 1 月に二つ目の事業を始めた。 

・野菜は継続して購入してもらわないといけない。野菜が作れない⇒ 久松さんの指導で作れるよ

うになったら ⇒ 売れない ⇒ 少し売れるようになったら、袋詰めができない。⇒ 袋詰めが少

しできるようになったら ⇒ 配達の段取り、顧客管理の課題。 

・少しずつレベルアップしてきて ⇒ 二カ所目の農園を始めた。 

・コメ作りは 3 回したー 静岡県藤枝市の無農薬農家が先生。 

・コメ作りは状況が違うと、管理の仕方が変わる。 

・藤枝市ではジャンボタニシが草を食べてくれるが、こちらはいない、水が入ってくる場所の環

境で草をどう抑えるかが変わり、なかなかうまくいかない。 

・まだ、反収は５俵くらいで、全然だめ。 

・つくば市には竹林が多く、これを何とか活用したいと考え、教えてもらいながら、竹細工を作

ってうまくできるようになってはきたものの、販売としては、まだまだ。 

・竹を炭にして養鶏場に入れている。 

・2018 年 4 月から先生の指導で養鶏場を始めたが、竹炭をいれることでアルカリ性になり、病原

菌が広まりにくくなる 

・平飼い卵は、1 個 50 円くらいで売られているが、50 円で売らないと引き合わない。 

・卵は苦戦しているが、1 日 300 個くらいとれて、はけるようになってきた。 

・野菜もコメも鶏も、先生からは、すべて教えてもらえる― 何も隠されない。お金は払っている

が、ありがたい。 

・レストランは、もともとあったレストランを借りて、その方に指導を受け、3 年目を迎えた。 

・今年はここでファーマーズマーケットを始めようと思っている。 

・地域の中に暮らす場所をどう作っていくか、も大事にしている。 

・グループホームで 13 人が暮らしている。 

 

・クラウドファンディングを 3 回実施した― 福祉施設には助成金がいっぱいある、財団からの助

成金は 2 時間かけて申請書を書くと 100 万円もらえる、等。 

・しかし、こういうのに慣れてしまうと、本当によくない、と思っている。 

・自分たちが始める事業が、地域の人たちから応援してもらえるものになっていることを、確認

しながらクラウドファンディングを実施― コメ作りを始めるときの機械購入に200万円、10 万

円でウッドデッキ、小屋作り。 

・クラウドファンディングは、お金を集めるということよりも、PR の意味も強い。 

・拡散してもらえるので、レストランを始めることを知ってもらえる。 

・支援してもらった方には、レストランの食事券をお返しして食べてもらっている。 

 

・農福連携のいいところは、地域とのつながりを作りやすいところと、思っている。 

・障がいのある人たちが生産性の高い仕事ができることはない、特に露地栽培なので、生産性が



10 

 

高くはできない。 

・環境のよい工場のようなところを作れば、障がいのある人たちも働きやすい。 

・生産性の高いのは、ベビーリーフを詰める作業― めちゃくちゃに速い。 

・障がいといっても、いろんな方がいるので、障がいのある方たちにとって、やりやすいのは、

健常者にとっても、やりやすい。 

・判断する回数の少ないことが、働きやすいことと、思う。 

・露地栽培で、年がら年中、作るものが変わるので、作業性が高いとは言えない。 

・この中で、どうしたら効率よく仕事ができるか― 道具の利用（障がいのある方専用ではなく、

一般農家の道具）、家庭菜園的な栽培でない、全然違うプロ農家の栽培法を知ること、で劇的な

生産性のアップが実現できた。 

 

・一緒に活動する人、団体を増やすことが大事と思っている。 

・社員が５０人いると、しっかり収益上げないといけない。 

・しかし、団体の存在は収益上げることではなく、障がいのある人たちにとって、地域で快適に

暮らせるようになっていくことが目的。 

・このため、事業に関わってもらえる人たちを如何に増やしていくか、そのためにいろんな人た

ちと活動を広げていくこと、を大事にしている。 

・それを後押ししてもらえる企業も多い。 

・今年はワイン造りも始めている。 

・会計士の人たちに、予算作りを一緒にやってもらっている。 

・証券会社からは、コンプライアンス作りに関わってもらっている。 

・ミッションに共感してもらえて、一緒にやってもらっている。 

 

・今まででうまくいかなかったことはないか、とよく聞かれるが、１年目２年目は全然売れずに、

社員の半数退職や私がうつにもなったが、コメ作りもうまくいかず、グループホームでは服薬

ミスを起こしたり、農作業中の事故、等、うまくいかないことは、常にある。 

・９年間で２回の大きな谷があった。 

・２年前には、税理士ともめたり、副代表等の中心的な社員の退職（その前の２年間の退職は一

人だけだったのが、10 人辞めた）。 

・事業もうまくいくようになって、社員が退職しない会社が作れた、と思ってしまい、拠点を増

やした。 

・１年２年経つと、拠点でのひずみが大きくなってきた。 

・創業時に同じく、2 年目にストレスが大きくなって、たくさん辞めてしまった。 

・たいへんだったが、この後、今は楽しくなった。 

・この時に、社員に助けられた― それまでは、ずうっと一人でやっている感じだったが、社員に

助けられた。 



11 

 

・6 年目 7 年目になって、初めて、社員を信頼できるようになった。 

・信頼できる人が増えてくると、こんなに信頼できている人がいる自分に、自分自身が自信を持

てるようになり、仕事が楽しくなった。 

・楽しくなったことで、今までは楽しくなかったのだ、と気付いた。 

・夢中で仕事やっていたが、不安な状態で仕事をやっていた。 

・支援してもらっていても、結果を出さないと次はない、との気持ちの中でやってきて、成長の

実感はあったものの、成長を感じられてうれしいとか、期待に応えられていることも感じては

いたが、かなり自分自身を消耗しながら、仕事をやってきた、と思った。 

・楽しく働けることが、こんなに生産性が上がるのか、と気付いた。 

・社員や障がいのある人たちも楽しく働けるようになって、次のステージにいけるのだろうと、

思っている。 

・楽しくなくするものは、人間関係― 福祉関係は、人間関係のトラブルでこじれが起きやすいが、

これをいい状態にするのが、すごく大切だなあ、と気付いた。 

・大きな問題や、たいへんなことへのチャレンジが終わった後で、疲労感が残るか、あるいは、

すごい達成感が残るかは、結果が同じでも、そのプロセスによって全然違う。 

・それを、いいようになるよう、会社を作っていきたい。 

・楽しむことを考えた時に、今までは、自分が楽しむことは求めてこなかった。 

・障がい者の暮らしをよくするためにやってきていた、と思っていた。 

・その後、苦しくなってきたので、自分も楽しむことで、障がい者の人たちの暮らしがよくなる

ような事業をしていこう、と考えるように変わり、それで社員とも楽しくやれている。 

・今のビジョンは、「農業の価値を最大限に感じられる地域を創る」 

・以前の、障がい者のためにやる、というビジョンではなく、障がいのある人たちと一緒にいい

仕事をしていこう、本当に誇れる仕事をやっていこう、障がいのある人たちを支援するのでは

なく、障がいのある人たちは、仲間として一緒にやっていく事業を作っていきたい。 

 

【第２部 質疑応答・議論】   

2.1 質問票（席上回収）に、講師が答える形式  

2.1.1 講師：中村小太郎氏  自然農園なかむら  園主   

（１）学校給食に関して、 

・無農薬が広がらない最大の理由は、全国給食会の存在。  

・地域の給食会は教育委員会からすべての給食の一元管理を任されており、おいしいドル箱の既

得権益になっている。 

・一小学校の給食のために、教育委員会にこたろう米 48 ㎏を寄付したことで、給食会に風穴が

あいた。 
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・反発はすごかった、「うちを通せ」と。  

・消費者側の問題としては、安いコメを買うこと。 

・消費者にお願いなのだが、「こちらでは、無農薬の野菜を扱っているか」と店で聞いてもらう

だけで、大きく違う、声が本部に届く。 

 

（２）農業のやり方の質問― 農業技術の習得はどうしたか。伊藤さんと同じく、プロに聞け、

だった。民間稲作研究所の弟子の方の指導を受けた。 

 

（３）土づくりで、有機肥料にいろんなものを入れては、の話もあるが、私は、自然農を目指し

ているので、無施肥でやっており、緑肥にレンゲをすき込んでいる。 

 

（４）次の代への引継ぎをご心配いただいているが、まだ何も考えていないが、NPO という組

織でやればいいのか、とざっくりとは思っている。 

 

（５）物語の作り方は、[ あなたの「弱み」を売りなさい ]（川上 徹也）を読んでください。

この本の後半に、自分でできるワークが載っている。家族と読むと、弱みと思っていたのが、

実は強みとわかり、強みと思っていたのが、実は弱みと奥さんから言われたりする。 

自身のミッションとか明確化してくるので、価値ある本。 

 

2.1.2 講師：伊藤文弥氏  NPO 法人つくばアグリチャレンジ  代表理事  

（１）農場規模は、野菜が７ha、コメが 3.5ha、養鶏場は、700 羽まで飼えるが、現在は、500 羽。 

レストランは 40 席。 

（２）辞めたい時に、奮い立たせてくれるものは、あったか― 思い当たることはなく、考えてい

たのだが．．． 

・1 年目、何とか形にしていく時は楽しかった。 

・社員が一斉に辞めていった時は、孤独で、うつになって、辞めたいな、と思った。 

・しかし、うつになっても、通院、漢方薬飲みながら、仕事は休んでいなかった。 

・どうやったら、この症状がよくなるのだろうか、と。 

・その名残で、今も月 1 回の針治療を受けている。 

・運動するようになったし、食事をよくしよう、フルマラソンにも挑戦した。 

・だまし、だましやってきて、いつも不安な気持ちがあったが、ちょっとしたことで、胸が締め

付けられるような気持になる。 

・ずうっと辞めたかったのかな、と思う。 

・よくなったかな、と思いながらも、振り返ることが多い。 

・その時は、治らないな、と思った。 
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・治らない中で、だまし、だましやってきたが、やっと楽しくなった。 

・治ってから、治らなかったのは、悩みの本質の部分にフタをいながら、解決しようとしていた

からで、ちょっとよくなっても、治らない状態だった。 

・自分の中にトラウマのようなものがあって、このトラウマが社員に影響を与えてしまっていた

のか、と考えて、社員との関りを考えながら、すごく自分が好きになれた。 

・それは 2 年前のことだが、それが、状況がよくなったきっかけなのかなあ、と。 

・自分を好きになることは、すごく大事だなあ、と思う。 

・今は、何も奮い立たせることもなく、楽しくやっている。 

 

２．席上の質疑応答  

（１）（講師：中村氏） 

・逆風がすごかった、嘲笑された― あんなことやっている、無農薬なので、除草剤の代わりに、

田車という手押し除草機を、根を取るために、真夏に押した。 

・本当に笑いものになった。 

・よかったのは、義父がそれまで、まじめに地域活動していたので、水利組合からは邪険にはさ

れなかった、助かった。 

・プロに聞け、に関して、矢口一成さんはものすごくこだわっていて、聞くと全部教えてもらえ

る。 

・プロに聞こうと思ったら、全部習うことが大事。コメ作りでは、矢口一成さんのお蔭で、もの

すごく穫れた。 

・障がいのある人たちを、どうにかしたいという気持ちが根底にあって、自愛と自己愛はまった

く違うが、伊藤さんは苦しみの中で、自愛に気付いて、本質がわかった。自己愛で終わったら、

元に戻れなかったのだろうと、思う。 

・私も、くも膜下出血をやったから、食の大事さに気付いた。どうにか生かされた感じはしてい

る。 

 

（２）（講師：伊藤氏） 

・中村さんの話を聞いて、農業を始めた人には、それ以前の経歴がすごく出るんだ、と感じた。 

・僕は、中村さんのようなベースはなく、大学卒業してすぐに事業を始めた。 

・今、思うに、久松さんの教えがベースになっている。 

・どういう農業をするか、ということに、いろんな選択肢があって、農業は個性を出しやすい。 

・中村さんは、自身の人生を表しているような農業の取り組みだ、と思った。 

 

（３）・ボランティアで、有機農業のネット販売のコーディネートをしているが、 

・この農家の人が言うには、本当に健康的な野菜を売るときに、ごく普通の平均的なサラリーマ

ン家庭が買えるような値段でなければ、本物ではない、が主張。 
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・小太郎米を 960 円/kg で売れるのは立派で、それも一つの生き方だが、一方で、ごく普通の人

たちが買えるような野菜でなければ、お金に余裕のある人たちだけが、健康野菜を食べられる、

ということになるので、私はボランティアはしなかった。 

・お二人は、価格について、私が述べた考え方に、どういう折り合いをつけたのか。 

→ （中村氏） 

・私の師匠の矢口一成氏のコメは、550 円/kg、たぶんサラリーマンは買える。 

・アマゾンプライムを取るときには、アマゾンの方針で送料を無料にしないといけない。 

・小太郎米 960 円/kg は、送料を織り込んだ値段。 

・沖縄には 5 キロ送ると、送料が 2,800 円かかる、これを５×980 円の中で、飲み込まなければ

いけないので、そういう値段設定にした。 

・私のサイトでは、送料が抑えられるので、800 円/kg になっている。 

・アマゾンで勝負するために、あえて高くした。 

・コメ作りの最大の理由は、近隣の子供たちが飢えないために、夏休みに常設のこども食堂をや

るためのコメにするため。 

・生産者が担う地域のこども食堂というモデルを作ってみたい、と思っている。 

・２トン（2000 ㎏）×960 円/kg は、事業全体から見れば、たいしたことではない、コメだけで

は食えない。 

→ （伊藤氏） 

・今、売っているのは、野菜 8 品、卵 6 個が入って、2,300 円。 

・僕たちが届けるので、送料は込みになっている。その前は、野菜 8 品を 1,500 円で売っていた。 

・直売場に持って行っても残るし、マルシェに持って行っても残るので、1,500 円でもすごくよか

った。 

・僕たちに野菜作りを教えてもらっている久松さんは、8 品を送料込みで、4,000 円― シャネル

のようだと思う。 

・僕は、どちらかというと、ユニクロのような、地域の人たちが、普段使ってもらえるようなも

のにしないと、僕たちがやりたい、地域をどういうふうに作っていくか、ということにつなが

らない。 

・富裕層だけが選ぶ価格でない方がいい、と僕は思っている。 

・最初の 1,500 円 ⇒ 2,300 円 にしたのは、平飼い卵 6 個が入ったこともあるが、最初の方は、

品質が悪かった。 

・8 品そろっても、時期によっては、これを出すのか、というようなものも入っている時もあっ

た。 

・自分たちが、もっといいものを出せるようになってきた、というところで値段を上げた。 

・どの人に食べてもらいたいか、ということと、自分たちの栽培スキルにもよるなあ、と思う。 

・一方では、人参を 1000 本作るのと、1 万本作るのとでは、10 倍のコスト差はない、たくさん作

れば、コストは抑えられる。 
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・ある程度売れて形ができ上ることがすごく大事なので、最初は安くし、売れ先を作っていき、

回るようになってきて、いろいろな投資もして環境整え、値上げもできた、というのが現状。 

 

（４）端境期にはどう対処しているのか。 

→ （伊藤氏） 

・端境期にも常に 8 品から 10 品が出せるように栽培している。 

・今日現在だと、13 種類くらい穫れている。 

・3 月頃には、厳しくなってくるが、8 品はある。 

・そろわないときは、仕入れることもあるー  7 品しかないときは、久松さんから 1 品仕入れる

とか、他からベビーリーフを仕入れることもある。 

→ （中村氏） 

・日本ではスーパーに行くが、世界的には、そういう流通でなくなってきているように思う。 

・CSA（Community Supported Agriculture― 消費者が生産者に代金を前払いして、定期的に作物

を受け取る契約を結ぶ農業）は、フランスではすごく定着している。 

・米国では、トランプ氏が巨大農業を潰そうとしているが、有機農家は手厚く保護しようとして

いる。 

・米国では、有機農家に半金を前払いのケースが多い、これで農家はトラクターの修理等を行っ

ている。 

・私はＪＡからお金は借りられないから、そういうユーザーさんが多いといいなあ、と思ってい

て、そういう形を目指したい。 

 

（５）・40、50 年前の日本の農業人口は、1200 万人くらい、今、220 万人。 

・しかも平均年齢が 65 歳、第一次産業がここまで衰退した。 

・その背景は、儲からないから。 

・どうやって儲けるか、いろんな方が模索している。 

・そういう意味で、中村さんのマーケティングの話は、すばらしいが、 

・これは、ユニクロもシャネルも両方ありだろうが、と思う。 

・個人的には、トマトが 200 円、300 円したら、なんだろうとは思う。 

・本当は、トマトは 30 円、50 円とかで供給できるのが一番よい、とは思う。 

・ビジネスとして考えていくと、国内消費の人口はひじょうに多いので、 

・ニッチな人向けのマーケットもあれば、そうじゃないマーケットもある、 

・そういう考え方でないと、多分、農業はうまくいかないのではないか、と感じている。 

 

→ （中村氏） 

・農業は、資本主義とは食い合わせが悪いだろうと思う。 

・株式会社として農業法人を作っている人が多いが、経営手法では、なかなかご苦労されて 
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 いる。 

・一番いいのは、れいわ新選組の言っている一次産業への戸別所得補償。 

・これはあまり報道されないが、フランスでは、もう農家は公務員、手厚く保護されている。 

・スイスもそう。 

・彼らの考え方は、農家は国防、食料自給率 120％を目指しておかないといけない、国防より大事

な国家公務員。 

・日本は打ち捨てられている。農業だけで食べていくのは、とてもきついこと。 

・私も恥ずかしながら、義父から遺産で譲り受けたアパート収入が、一番大きいのが、現状。 

 

→ （伊藤氏） 

・マーケティングの話の中で、僕が意識しているのが、弱者の戦い方「ランチェスター戦略」。 

・これを常に意識してやっている。 

・福祉施設は、品質が悪かったりする。 

・少量多品目の有機栽培をしながら、直接顧客に販売するモデルは、農家でもプロ中のプロがと

る手法。 

・この人たちと戦って、勝てるかというと、勝てない。 

・有機栽培で野菜はしっかりと作れてはいるが、細部のこだわりが、全然違う。 

・あとは、野菜セット全体の内容、どうお客さんと関係を作るか。 

・東京で売ろうとすると、こういう人たちと勝負しなくてはならない。 

・それは難しいので、地域、局地戦、つくばの中で売っていく、というやり方を取っている。 

・それが野菜を売るという意味でも、理にかなっており、団体のミッションにも合っている、と

思っている。 

 

（６）・小太郎さんの言うことは、よくわかる。ああいう戦略は好きだが、 

・私も引きこもりの人と、接触している。 

・高校での不登校の生徒を高卒資格取る、 

・もう一つは、母子家庭― 日本の母子家庭の貧困率は、40 余％もあり、世界最悪らしい。 

・この子供さんが学校に行けなくなっている問題がある。 

・母親は働かないといけないのでお金がない、だから、お金は助成金でないとダメ、と頑張って

いる大学生集団がある。 

・もうひとつは、札幌の特殊衣料― 40％が障がい者の会社顧問を 2 年やった。 

・人間が動いているところでの、いろんな意味での弱者に接触してきた。 

・今日の話は、他人事ではなく、伊藤さんの 31 歳の若さでの活動に、脱帽。 

・一つだけ、生産者に食べた人から、おいしいと手紙が来るが、逆に、品質が悪いじゃないか、と

なった時は、生産者が解決なのか、あるいは、間に入るところがやってくれるのか。 

→ （中村氏） 
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・ポケットマルシェの構造は、品質のロイヤリティはしない。 

・クレームには生産者が対応する。 

・期待と違うと、クレームにつながる。クオリティ・コントロールをやりきれるのか、大きなテ

ーマ。   

→ （伊藤氏） 

・僕たちもお客さんから手紙をいただくことがある。 

・旅行のお土産をもらったり、配達時に、梨を届けることも。  

・意識していることは、いろんな事業をしていて、いろんなお客さんがいる。 

・お客さんは神様だとは思わずに、対等な関係を創っていけるような、広がり方をしていければ

よい。 

・サービスの提供ではなく、お互いに必要としあえるような関係を作っていく。 

 

（７）・先ほどの農業は国防の話に関して、就農人口は 168 万人まで減っている。 

・2000 年には、400 万人弱だった。山、谷、川の多い日本では、農業によって、景観、砂防、水

防等が保たれている側面がある。 

・新規就農者数は、少し増えている。 

 

（８）・農協は必要なのか、否か、いいことがあるのか、ないのか。 

・農協は、本当は、農家が作ったものだ。 

・今は、誰でも会員になれる。農協は銀行と同じことをやっている。 

・また、農水省の予算は、東京オリンピックが終わったころは、すごく大きかった。 

・今は、省庁の中では、小さい。 

→ （中村氏） 

・鋭いご質問で、農協については、ちょっと勉強した。 

・GHQ は、農業者だけの組合を農協にしようと思っていた。 

・そこに、地元の地主も入れろ、のパワーで、地主を入れたことで、 

・GHQ の考えている農協でなくなった。 

・お金が動けば儲かるような、ローンセンターをもって、家、車の金融センターになっている。 

・しかし、農業のことが、あれだけわかる人がいるのだから、 

・ビジョンとミッションを組み換えればいい― 無農薬でやる農業の定着は,JA の仕事だ、と。 

・ローンセンターで給料は出ているので、除草剤もやめる方向にもっていけば、いいのでは。 

・JA をつぶすのではなく、上手に使うのがいいのかと思う。 

 

→ （伊藤氏） 

・JA 通さずに、直接販売している。 

・しかし、肥料は JA から購入したり、JA 直売場に置かせてもらったりしている。 
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・JA は本当にいろんな事業をやっている。 

・銀行業務だけでなく、地域を支えるようなこともやっている。 

・よくない部分があるのかもしれないが、いい部分もある。 

・一概に、ありか、無しかの話ではないと思う。 

・また、JA は地域性がある。 

・活気のある直売場と、あれっと思う直売場があったりする。 

 うまくいっているところと、そうじゃないところがある。  

 

     以上 


